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朝
鮮
へ
は
明
治
20
年
に
川
崎
甚
平
・
甚
九
郎
兄
弟
が
、
続

い
て
戸
長
真
殿
伊
治
が
１
２
０
人
を
率
い
て
と
、
出
漁
が
盛

ん
に
な
り
ま
す
。
絶
影
島
、
方
魚
津
、
浦
項
、
筏
橋
、
羅
老

島
に
根
拠
地
を
つ
く
り
、
や
が
て
そ
の
地
へ
定
住
し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
魚
を
獲
る
だ
け
で
は
な
く
、
魚
の
加
工
を
し
た

り
、
雑
貨
屋
、
漁
具

屋
、
洗
濯
屋
、
電
気

屋
を
営
む
人
も
い
ま

し
た
。
金
谷
一
二
・

大
介
兄
弟
の
よ
う
に

精
米
業
か
ら
農
場
経

営
と
、
満
州
だ
け
で

も
２
０
０
０
町
歩
の

農
地
を
持
つ
ま
で
に

な
っ
た
人
も
い
ま
す
。

そ
し
て
魚
を
日
本
へ

運
搬
す
る
た
め
の
仲

買
組
合
を
つ
く
っ
た

り
、

林

兼
（

大

洋

漁
業
の
前
身
）
と

共
同
で
魚
の
運
搬
に
従
事
す
る
人
々
も
現
れ
ま
し
た
。
朝
鮮

の
人
々
と
彼
等
は
、「
共
に
人
間
」
と
共
存
共
栄
を
は
か
り
、

融
和
の
中
で
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

太
平
洋
戦
争
終
結
後
、
朝
鮮
か
ら
の
引
揚
者
は
、
５
０
１

人
と
い
う
多
数
に
上
り
ま
し
た
が
、
混
乱
を
極
め
る
中
、
日

生
引
揚
者
の
多
く
は
家
屋
敷
・
家
財
道
具
等
を
使
用
人
に
与

え
ま
し
た
。
こ
の
と
き
朝
鮮
の
人
々
は
「
帰
る
な
、
帰
る
な
」

と
涙
を
流
し
て
別
れ
を
惜
し
ん
だ
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
戦

後
日
本
に
引
き
揚
げ
た
人
々
が
、
韓
国
を
第
二
の
故
郷
と
し

訪
問
団
を
組
織
し
て
訪
れ
た
時
、
家
族
が
再
会
し
た
か
の
ご

と
く
抱
き
つ
い
て
喜
び
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
大
連
、
台

湾
、
マ
ニ
ラ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
１
０
０
人
以
上
の
人
々

が
海
外
に
進
出
し
、
世
界
へ
の
夢
を
実
現
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

戦
後
は
海
外
漁
場
を
失
い
、
国
内
漁
場
の
制
約
も
厳
し
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
漁
協
や
魚
市
場
を
立
て
直
し
、
養
殖
漁

業
も
手
掛
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

漁
協
に
は
婦
人
部
・
青
年
部
を
創
設
し
て
後
継
者
を
育

成
し
、「
浜
売
り
」
で
は
漁
業
者
と
消
費
者
を
直
結
し
ま
し

た
。
ま
た
、
共
同
出
荷
に
よ
り
大
阪
・
東
京
の
市
場
に
進
出
し
、

新
鮮
で
安
価
な
日
生
の
魚
を
提
供
す
る
な
ど
、
常
に
他
に
先

駆
け
て
漁
業
の
発
展
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

養
殖
漁
業
は
片
岡
松
吉
氏
が
提
唱
し
、
昭
和
32
年
の
現
寺

湾
で
の
ハ
マ
チ
養
殖
を
先
駆
け
と
し
て
、
車
エ
ビ
・
ノ
リ
・

カ
キ
等
の
養
殖
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
社
会
科
の
教
科
書

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
サ
ケ
・
マ
ス
漁
の
専

用
船
を
漁
業
組
合
が
建
造
し
て
北
洋
へ
新
漁
場
の
開
拓
を
す

る
な
ど
、
日
生
の
漁
業
は
先
人
の
英
知
を
受
け
継
ぎ
、
戦
前

の
真
殿
伊
治
・
吉
形
忠
治
、
戦
後
は
有
吉
敏
治
・
岸
本
辰
夫
・

坪
本
正
一
・
本
田
和
士
氏
等
代
々
の
指
導
者
の
素
晴
ら
し
い

先
見
性
と
指
導
力
の
も
と
に
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
て
き
ま

し
た
。

（
加
子
浦
歴
史
文
化
館　

令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
12
月
９
日
）

韓国蔚山広域市東区方漁津港（手前の湾）

日
生
漁
業
の
歴
史

　

日
生
は
瀬
戸
内
海
に
面
し
、
多
く
の
島
々
か
ら
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
陥
没
し
て
出
来
た
こ
れ
ら
の
島
々
を
擁
す
る
海

は
、
絶
好
の
魚
礁
と
な
り
、
リ
ア
ス
式
の
海
岸
は
寒
河
・
日

生
に
天
然
の
良
港
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
住
む
人
々

は
縄
文
・
弥
生
の
昔
か
ら
漁
業
を
生
業
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
城
京
か
ら
出
土
し
た
日
生
か
ら
の
木
簡
は
、
塩
を
納
め

た
荷
札
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
室
町
時

代
中
頃
に
は
、
日
生
か
ら
ナ
マ
コ
を
積
ん
だ
二
艘
の
船
が
兵

庫
の
北
関
に
寄
っ
た
記
録
が
あ
り
、
近
隣
だ
け
で
な
く
京
・

大
阪
に
ま
で
魚
を
売
る
ほ
ど
漁
業
の
村
と
し
て
発
展
し
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
初
め
に
は
日
生
・
寒
河
で
約
５
０
０
石
の
米

が
と
れ
て
お
り
、
農
業
と
の
兼
業
で
魚
を
獲
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。
当
時
は
灘
、
虫
明
布
浜
か
ら
室
津
、
小
豆
島
中
海
ま

で
の
日
生
近
海
が
漁
場
で
し
た
が
、
江
戸
末
期
に
は
近
海
の

魚
が
減
少
し
、
サ
ワ
ラ
を
獲
る
流
瀬
船
が
阿
波
・
讃
岐
・
淡

路
・
播
磨
ま
で
３
０
０
隻
も
出
漁
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
日
生
船
の
獲
っ
た
サ
ワ
ラ
は
、
大
阪
魚
市
場
で
「
魚

島
サ
ワ
ラ
」
と
呼
ば
れ
、
高
値
で
取
引
き
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
期
、
日
生
漁
民
は
愛
媛
県
四
阪
島
か
ら
山
口
県
三
田

尻
、
大
分
、
福
岡
、
徳
島
、
和
歌
山
、
ま
た
伊
勢
湾
ま
で
出

漁
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
生
漁
業
組
合
を
結
成
し
、
魚
市
場
を
設
置
し
、
新
時
代

に
即
応
し
た
漁
業
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
が
、「
漁
業
法
」
の

施
行
に
よ
り
他
県
へ
出
漁
す
る
こ
と
が
制
限
さ
れ
、
魚
も
減

少
し
た
こ
と
か
ら
、
目
を
海
外
に
向
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

備
前
市
の
海
の
め
ぐ
み

昭和31年頃　伸洋丸初の遠洋漁業へ出港

昭和32年　日生北洋サケマス漁船伸洋丸

（出典：岡山県立記録資料館）



― 161―

備前市の海のめぐみ

日
生
町
漁
業
協
同
組
合
の
取
り
組
み

○
ア
マ
モ
再
生
事
業

　

 　

昭
和
25（
１
９
５
０
）
年
ご
ろ
に
は
５
９
０
ha
の
ア
マ

モ
場
が
日
生
の
海
に
広
が
っ
て
い
た
の
が
、
昭
和
55

（
１
９
８
０
）
年
に
は
工
業
廃
水
等
で
海
底
は
ヘ
ド
ロ
だ
ら

け
に
な
り
、
た
っ
た
12 
ha
に
減
少
し
、
ア
マ
モ
の
森
は
ほ

と
ん
ど
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

 　

カ
キ
殻
を
海
底
へ
と
沈
め
た
上
に
ア
マ
モ
の
種
を
撒
く

こ
と
で
再
生
が
進
み
、
５
年
ほ
ど
で
70 

ha
に
ま
で
ア
マ
モ

場
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
平
成
19（
２
０
０
７
）
年
に

80 

ha
、
平
成
23（
２
０
１
１
）
年
に
は
２
０
０
ha
。
平
成
27

（
２
０
１
５
）
年
に
２
５
０
ha
、
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
に

は
２
７
０
ha
に
ま
で
ア
マ
モ
場
は
回
復
し
て
い
ま
す
。

　

 　

今
で
は
漁
業
者
と
中
・
高
校
生
、
地
元
市
民
、
地
域
企

業
や
行
政
が
協
働
し
た
市
民
参
加
の
取
り
組
み
へ
と
進
化

し
て
い
ま
す
。

○
チ
ヌ
（
ク
ロ
ダ
イ
）

　

 　

全
県
的
に
、
カ
キ
の
稚
貝
や
海
苔
を
食
べ
て
し
ま
う
チ

ヌ
の
「
食
害
」
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

 　

チ
ヌ
は
美
味
し
い
魚
で
か
つ
て
は
高
級
魚
で
し
た
が
、

鯛
や
他
の
魚
に
押
さ
れ
チ
ヌ
を
食
べ
る
量
が
減
り
、
値
段

が
下
が
っ
た
た
め
漁
業
者
も
あ
ま
り
獲
ら
な
く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
個
体
数
が
増
え
、
カ
キ
の
稚
貝

や
海
苔
を
食
べ
る
食
害
被
害
が
増
え
ま
し
た
。

　

 　

日
生
町
漁
協
で
は
ホ
タ
テ
ガ
イ
に
付
け
た
カ
キ
の
種
を

重
ね
て
垂
下
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
た
ほ
か
、
チ
ヌ
を

加
工
し
た
日
生
の
漬
け
丼
を
開
発
す
る
な
ど
し
た
こ
と
で
、

徐
々
に
価
格
も
上
昇
し
て
き
た
た
め
、
漁
師
さ
ん
の
漁
獲

量
も
増
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
自
然
や
海
の
バ
ラ
ン
ス

を
保
つ
努
力
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
サ
ワ
ラ
回
復
計
画

　
 　

日
生
町
漁
協
で
１
９
８
５
年
に
約
１
１
１
・
５
ト
ン

あ
っ
た
漁
獲
量
が
、
２
０
０
１
年
に
約
４
・
２
ト
ン
ま
で

激
減
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
岡
山
県
・
兵
庫
県
・
香
川
県

３
県
の
協
力
で
、
５
つ
の
漁
協
で
稚
魚
を
育
て
て
放
流
す

る
「
サ
ワ
ラ
資
源
回
復
計
画
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

 　

サ
ワ
ラ
の
稚
魚
は
生
け
簀
で
エ
サ
を
も
ら
い
な
が
ら
、

稚
魚
は
10
㎝
ほ
ど
に
成
長
す
る
ま
で
大
切
に
育
て
ら
れ
海

に
放
流
さ
れ
ま
す
。
稚
魚
た
ち
は
ア
マ
モ
場
に
守
ら
れ

な
が
ら
さ
ら
に
大
き
く
な
り
、
秋
ご
ろ
に
は
60
㎝
ほ
ど
ま

で
成
長
す
る
サ
ワ
ラ
た
ち
。
そ
こ
か
ら
外
海
へ
と
移
動
し
、

そ
し
て
来
年
の
春
に
ま
た
ふ
る
さ
と
の
瀬
戸
内
海
に
戻
っ

て
き
ま
す
。

　

 　

２
０
０
２
年
に
稚
魚
の
放
流
や
サ
ワ
ラ
流
網
の
目
合
い

の
拡
大
や
秋
漁
の
禁
止
を
始
め
た
結
果
、
２
０
０
５
年
に

は
日
生
町
漁
協
の
水
揚
げ
が
約
２
０
・
９
ト
ン
に
ま
で
回

復
、
近
年
は
約
30
～
60
ト
ン
を
保
っ
て
い
ま
す
。

渚
の
交
番　

ひ
な
せ
う
み
ラ
ボ

　

令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
９
月
27
日
、
備
前
市
日
生
町
頭
島

に
「
渚
の
交
番　

ひ
な
せ
う
み
ラ
ボ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

「
渚
の
交
番
」
は
、
豊
か
な
海
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
の
地
域
づ
く
り
の
総
合
拠
点
と
な
る
こ
と
を
推
進
す
る
、

日
本
財
団
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

渚
の
交
番
ひ
な
せ
う
み
ラ
ボ
は
、
地
域
内
外
の
子
供
た
ち

に
も
親
し
み
を
持
っ
て
施
設
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
思
い
を
込
め
て
、
日
生
（
ひ
な
せ
）
と
海
（
う
み
）
を

平
仮
名
表
記
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
海
洋
環
境
の
研
究
機
関

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
研
究
機
関
（
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
）
の
略

語
で
あ
る
「
ラ
ボ
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

　

ア
マ
モ
と
牡
蠣
の
里
海
で
あ
る
頭
島
を
学
び
の
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
て
、
日
生
な
ら
で
は
の
多
彩
な
海
洋
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

体
験
を
通
じ
、
日
生
の
豊
か
な
海
を
次
の
世
代
に
つ
な
い
で

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

全国アマモサミット2016 in 備前

渚の交番　ひなせうみラボ
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漁
業
協
同
組
合
の
変
遷

◇
日
生
町
漁
業
協
同
組
合

　

明
治
35（
１
９
０
２
）年　

日
生
漁
業
組
合
設
立

　

昭
和
16（
１
９
４
１
）年　

日
生
漁
業
会

　

昭
和
24（
１
９
４
９
）年　

日
生
町
漁
業
協
同
組
合

　

昭
和
32（
１
９
５
７
）年　

北
洋
サ
ケ
・
マ
ス
漁
業

　

昭
和
36（
１
９
６
１
）年　

カ
キ
の
養
殖

　

昭
和
42（
１
９
６
７
）年　

車
エ
ビ
の
養
殖

◇
頭
島
漁
業
協
同
組
合

　

昭
和
24（
１
９
４
９
）年　

頭
島
漁
業
協
同
組
合
設
立

　

平
成
15（
２
０
０
３
）年　

 

日
生
町
漁
業
協
同
組
合
と
合
併

◇
伊
里
漁
業
協
同
組
合

　

明
治
35（
１
９
０
２
）年　

穂
浪
漁
業
組
合
設
立

　

昭
和
19（
１
９
４
４
）年　

穂
浪
漁
業
会

　

昭
和
24（
１
９
４
９
）年　

伊
里
漁
業
協
同
組
合

　

昭
和
52（
１
９
７
７
）年　

 

鶴
山
村
漁
業
協
同
組
合
と
合
併

　

平
成
11（
１
９
９
９
）年　

真
魚
市
開
始

◇
鶴
海
漁
業
協
同
組
合

　

明
治
35（
１
９
０
２
）年　

鶴
海
漁
業
組
合
設
立

　

昭
和
19（
１
９
４
４
）年　

鶴
海
漁
業
会

　

昭
和
24（
１
９
４
９
）年　

鶴
山
村
漁
業
協
同
組
合

　

昭
和
52（
１
９
７
７
）年　

伊
里
漁
業
協
同
組
合
に
合
併

◇
片
上
漁
業
協
同
組
合

　

明
治
36（
１
９
０
３
）年　

片
上
漁
業
組
合
設
立

　

昭
和
19（
１
９
４
４
）年　

片
上
漁
業
会

　

昭
和
24（
１
９
４
９
）年　

片
上
漁
業
協
同
組
合

　

昭
和
52（
１
９
７
７
）年　

 

浦
伊
部
漁
業
協
同
組
合
、
久
々

井
漁
業
協
同
組
合
と
合
併
し
、

新
組
合
は
備
前
漁
業
協
同
組
合

　

平
成
15（
２
０
０
３
）年　

備
前
漁
業
協
同
組
合
解
散

◇
浦
伊
部
漁
業
協
同
組
合

　

明
治
36（
１
９
０
３
）年　

浦
伊
部
漁
業
組
合
設
立

　

昭
和
19（
１
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４
４
）年　

浦
伊
部
漁
業
会

　

昭
和
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１
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４
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）年　

浦
伊
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漁
業
協
同
組
合

　

昭
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１
９
７
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）年　
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上
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業
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同
組
合
、
久
々
井
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業
協
同
組
合
と
合
併
（
新
組

合
は
備
前
漁
業
協
同
組
合
）

◇
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々
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漁
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同
組
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明
治
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１
９
０
３
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久
々
井
漁
業
組
合
設
立

　

昭
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１
９
４
４
）年　

久
々
井
漁
業
会

　

昭
和
24（
１
９
４
９
）年　

久
々
井
漁
業
協
同
組
合

　

昭
和
52（
１
９
７
７
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上
漁
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協
同
組
合
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伊
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〈
参
考
資
料
〉

　

・
和
気
郡
誌

　

・
日
生
町
誌

　

・
備
前
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
加
子
浦
歴
史
文
化
館
）

　

・
日
本
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

（
２
０
２
１
・
９
・
２
９
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
）

昭和 30 年代　日生町漁業協同組合事務所

毎週日曜日の朝開催の真魚市


